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ご案内②　2026 年度定例講習会計画につきまして
　2026 年度の定例講習会計画が決まりました。2026 年度も引き続き新規講習会を検討して参ります。決ま
り次第、航空技術、ホームページ等でご案内致します。なお、2026 年度も対面・オンラインの同時開催を原
則として、受講される方の利便性を維持します。お申し込み方法は会員種別により異なりますので、巻末の詳細
をご確認ください。
　日程変更の可能性もございますので、詳細はホームページ等でご確認ください。

※ 6 月の品質管理＜実務編＞講習会は日程を、6 月 3 日（水）～ 4 日（木）から
　6 月1日（月）～ 2 日（火）に変更しております。

　また、年度中に弊協会では事務所移転（教室含む）を予定しております。そのため、日程変更や開催延期等
の可能性もございますので、あらかじめご了承くださいますようお願い申し上げます。

ご案内①　日本航空技術協会の講習会の実施形式につきまして
　日本航空技術協会の講習会は以下の形式がございます。
　定例的に開催する講習会に併せて、講師を派遣して定例講習会と同じ内容を実施する出張講習会、また個社
事情に合わせた内容にカスタマイズして実施する、カスタマイズ型講習会がございます。

　詳細はご相談ください。

講習会に関するご案内

★印は航空関係者以外の方にもわかり易い内容になっております。
月 講習会名 開　催　予　定　日 開　催　場　所 備　考

4 月 第 20 回 品質管理＜基礎編＞講習会 2026 年 4 月 23 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1日（7 時間）

5 月

第 21 回 はじめてでもわかるヒューマンファ
クター講習会☆

2026 年 5 月 20 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1日（7 時間）

第 72 回 航空法規講習会【概要編】 2026 年 5 月 21 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1日（7 時間）

第 62 回 SMS（安全マネジメント）講習会 2026 年 5 月 22 日（金） 羽田協会教室 / オンライン 1日（7 時間）

第 27 回 技術系航空業界入門講習会（航空一
般とルール）☆

2026 年 5 月 27 日（水）～ 5 月 28 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

6 月

第 21 回 品質管理＜実務編＞講習会 2026 年 6 月 1 日（月）～ 6 月 2 日（火） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

第 73 回 航空法規講習会【概要編】 2026 年 6 月 10 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 28 回ヒューマンファクターリカレント講習会 2026 年 6 月 11 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 6 回 航空法規講習会【実践編】 2026 年 6 月 17 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 69 回 内部品質監査講習会 2026 年 6 月 18 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 91 回 アビオニクスの基礎講習会　 2026 年 6 月 24 日（水）～ 6 月 26 日（金） 羽田協会教室 / オンライン
3 日間 

（21 時間）

7 月

第 63 回 SMS（安全マネジメント）講習会 2026 年 7 月 3 日（金） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 74 回 航空法規講習会【概要編】 2026 年 7 月 8 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 22 回 はじめてでもわかるヒューマンファ
クター講習会☆

2026 年 7 月 9 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 8 回 エレキの基礎講習会 2026 年 7 月 15 日（水）～ 7 月 16 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

第 22 回 整備管理従事者講習会【入門編】 2026 年 7 月 22 日（水）～ 7 月 23 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

8 月

第 21 回 品質管理＜基礎編＞講習会 2026 年 8 月 4 日（火） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 29 回整備管理従事者講習会【専門編】航空
機耐空性管理コース（法と運用・MRB・MEL）

2026 年 8 月 19 日（水）～ 8 月 20 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

第 92 回 アビオニクスの基礎講習会　 2026 年 8 月 26 日（水）～ 8 月 28 日（金） 羽田協会教室 / オンライン
3 日間 

（21 時間）

9 月

第 105 回 基本技術講習会 2026 年 9 月 2 日（水）～ 9 月 11 日（金） 全日本空輸（株）
8 日間 

（60 時間）

第 22 回 品質管理＜実務編＞講習会 2026 年 9 月 2 日（水）～ 9 月 3 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

第 75 回 航空法規講習会【概要編】 2026 年 9 月 4 日（金） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 29 回 ヒューマンファクターリカレント講習会 2026 年 9 月 9 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 7 回 航空法規講習会【実践編】 2026 年 9 月 10 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 37 回 ヒューマンファクターアドバンス講習会 2026 年 9 月 16 日（水）～ 9 月 17 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

講習会 出張講習会

カスタマイズ型講習会

定例講習会　P72 ～

受託講習会　P79
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月 講習会名 開　催　予　定　日 開　催　場　所 備　考

10 月

第 23 回 はじめてでもわかるヒューマンファ
クター講習会☆

2026 年 10 月 1 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 70 回 内部品質監査講習会 2026 年 10 月 7 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 64 回 SMS（安全マネジメント）講習会 2026 年 10 月 8 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 22 回 品質管理＜基礎編＞講習会 2026 年 10 月 15 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 93 回 アビオニクスの基礎講習会　 2026 年 10 月 28 日（水）～ 10 月 30 日（金）羽田協会教室 / オンライン
3 日間 

（21 時間）

11 月

第 30 回 ヒューマンファクターリカレント講習
会

2026 年 11 月 4 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 76 回 航空法規講習会【概要編】 2026 年 11 月 5 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 28 回 技術系航空業界入門講習会（航空一
般とルール）☆

2026 年 11 月 11 日（水）～ 11 月 12 日（木）羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

第 23 回 品質管理＜実務編＞講習会 2026 年 11 月 18 日（水）～ 11 月 19 日（木）羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

第 23 回 整備管理従事者講習会【入門編】 2026 年 11 月 25 日（水）～ 11 月 26 日（木）羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

12 月

第 71 回 内部品質監査講習会 2026 年 12 月 1 日（火） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 30 回 整備管理従事者講習会【専門編】航空
機耐空性管理コース（法と運用・MRB・MEL）

2026 年 12 月 2 日（水）～ 12 月 3 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

第 8 回 航空法規講習会【実践編】 2026 年 12 月 4 日（金） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 77 回 航空法規講習会【概要編】 2026 年 12 月 8 日（火） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 9 回 エレキの基礎講習会 2026 年 12 月 9 日（水）～ 12 月 10 日（木）羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

1 月

第 106 回 基本技術講習会 2027 年 1 月 5 日（火）～ 1 月 15 日（金） （株）JAL エンジニアリング
8 日間

（60 時間）

第 23 回 品質管理＜基礎編＞講習会 2027 年 1 月 13 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 65 回 SMS（安全マネジメント）講習会 2027 年 1 月 14 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 38 回 ヒューマンファクターアドバンス講習
会

2027 年 1 月 20 日（水）～ 1 月 21 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間

（14 時間）

2 月

第 31 回 ヒューマンファクターリカレント講習会 2027 年 2 月 4 日（木） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 78 回 航空法規講習会【概要編】 2027 年 2 月 5 日（金） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 24 回 はじめてでもわかるヒューマンファ
クター講習会☆

2027 年 2 月 9 日（火） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 9 回 航空法規講習会【実践編】 2027 年 2 月 10 日（水） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 24 回 品質管理＜実務編＞講習会 2027 年 2 月 16 日（火）～ 2 月 17 日（水） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間 

（14 時間）

第 94 回 アビオニクスの基礎講習会 2027 年 2 月 24 日（水）～ 2 月 26 日（金） 羽田協会教室 / オンライン
3 日間 

（21 時間）

3 月

第 72 回 内部品質監査講習会 2027 年 3 月 2 日（火） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

第 31 回 整備管理従事者講習会【専門編】航空
機耐空性管理コース（法と運用・MRB・MEL）

2027 年 3 月 3 日（水）～ 3 月 4 日（木） 羽田協会教室 / オンライン
2 日間

（14 時間）

第 79 回 航空法規講習会【概要編】 2027 年 3 月 9 日（火） 羽田協会教室 / オンライン 1 日（7 時間）

種別 正会員 賛助会員 一般

通常
料金

1日 ¥14,800 ¥17,600 ¥21,500
2 日間 ¥29,600 ¥35,200 ¥43,000
3 日間 ¥44,400 ¥52,800 ¥64,500

オンライン料金 各種お一人別途 ¥1,500/ 回
直前申し込み料金 13暦日以降、前日 15時までにお申し込み各種お一人　¥2,000/ 回

※お支払いは講習会ご受講後、翌月末までに銀行振り込みをお願いしております。
※オンライン料金はテキスト発送費、システム利用料等の費用となります。
※直前申し込みの詳細につきましては、巻末のご案内をご確認ください。
※法の実務的運用講習会の受講料金は、その他講習会と異なります。詳細は、個別ページをご確認ください。

※受託講習会料金につきましては、お問い合わせください。

消費税込み（10%）
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NEW！

正会員 賛助会員 一般
￥16,800 ￥19,600 ￥23,500

オンライン受講の場合はお一人別途￥1,500/ 回

定例講習会のご案内

　この講習会では、航空法令及び関連規則について、主に整備・製造に携わる方を対象に、最新の法改正内容を盛

り込んだ知識の習得を目的とした1日コースです。

　航空法を体系的に学べる内容となり、主に、初めて学習される方、リカレント教育が必要な方、種々の管理

業務に従事されている方にお勧めのコースです。

開　催　日
第 72回 2026 年 5月 21 日（木） 09：30 ～ 17：30（1日）
第 73回 2026 年 6月 10 日（木） 09：30 ～ 17：30（1日）

航空法規講習会【概要編】（1日）

航空法規講習会【実践編】（1日）
　上述の『航空法規講習会』をご受講された方で、運用を深掘りしたい現場の整備関係者や航空業界の方へお勧
めのコースです。
　なお、本講習会では、法⇒施行規則⇒サーキュラーの紐づけを解説した副読本（非売品）を提供し、後日ご自
身のみで理解を深めることができる教材構成にしています。
　本講習会以外の定例講習会の受講料金と異なりますのでご注意ください。

開　催　日
第 6回 2026 年 6月 17 日（水） 09：30 ～ 17：30（1日）

ご案内③　SMS（安全マネジメント）講習会の内容一部改定につきまして

　SMS 講習会では、ICAO の基準として発行しているマニュアル最新版に準拠して最新の安全マネジメントとは、
どの様なものかを入門編として解説します。

　今回更に、安全パフォーマンス管理、安全指標等の設定・運用について分かり易い解説を追加しました。設定・
運用が義務付けられていない業務提供者の方々にも、世界標準となっている安全マネジメントの内容は、御社で
の安全マネジメントの理解促進と実践に役立つものとなっています。

【講習内容】　
パート１：航空に係る SMS は、国際民間航空条約付属書（ICAO Annex19）及び安全マネジメント・マニュア

ル（SMM）に準拠している為、その概要について
パート２：ICAO SMM に準拠し国が実施する安全プログラム（SSP: State Safety Program）の内容について
パート３：業務提供者が実施する SMS の内容と実行上のポイントについて

　なお、これまで講習中に配布しておりました参考資料につきましては、今年度より配布はございませんので
ご了承ください。

ご案内④　航空法規講習会の名称変更につきまして
　今年度より、航空法規講習会の名称を変更しております。

旧）航空法規講習会　➡　新）航空法規講習会【概要編】
旧）法の実務的運用講習会　➡　新）航空法規講習会【実践編】

詳細につきましては、以下のご案内ページをご確認ください。
お申込みされる際はお間違えの無いようご注意ください。
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はじめてでもわかるヒューマンファクター講習会（1日）
　航空系ではない方、航空系でも新入社員や転職者など航空業務にまだ馴染みのない方、これからヒューマンファク

ターについて取り組もうとされる方たちを対象にした「はじめてでも」ヒューマンファクターについてわかる講習です。

★人間の特性、ヒューマンエラーメカニズム、ヒューマンファクターの基礎となる考え方について学習します。

★過去の事故を事例とし、グループワーキング（オンラインの場合は講義のみ）を通して、原因究明や再発防止

　策について学習します。

＜講習内容＞
・人間の情報処理と特性（図解による人間の情報処理、失敗の少ない人・多い人）

・ヒューマンエラーの発生と分類（記憶におけるエラー、スリップ、ラプス、ミステイク等）

・ヒューマンエラーの対処法（事例紹介、しぶり・仕組み・風土、チーズモデル、SHEL 等）

・ヒューマンファクターの基礎と考え方（定義）

・適切な判断の実践（状況認識、コミュニケーション、チームワーク、リーダーシップ等）

・演習

開　催　日
第 21回 2026 年 5月 20 日（水） 09：30 ～ 17：30（1日）

　航空機の整備品質の維持・向上のためには、整備要員の技術的スキル、人間活動のスキル及びヒューマンファ
クターの知識を結合させることが必要であり、そのための訓練が重要です。また、法的な重要事項（初期訓練
だけでなく、期間を定めて行う定期訓練の受講が必要）にもなっております。

＜講習の対象者＞
　すでにヒューマンファクターの基礎的な考え方を理解している方、はじめてでもわかるヒューマンファクター講
習会を受講された方
＜講習の目的＞
　実際の不具合事例や事故事例を深く学ぶことにより、エラーの解析手法や対策立案の考え方についてさらに理
解し、ヒューマンファクターの理論を実践に結び付けていきます。演習においては、グループ討議により意見を
交わしながら原因を突き止め、対策を考えていただきます。
＜講習の特徴＞
　ヒューマンファクターの基礎の理解を踏まえ、それを継続的に維持、実践していけるよう、ステップアップのコースと
して設定しました。航空関連事故を中心にした講義になりますが、整備部門以外の方、あるいは航空業界以外の方にも
理解できるよう、都度の受講者の分野に応じた説明を心がけています。事例については、2 年を目途に更新していきます。
＜講習の内容＞
・ヒューマンファクターの復習（SHELモデル、スイスチーズモデル、ダーティーダズン等による基本の復習）
・分析手法と対策立案（特性要因図、FTA、VTA 等。対策立案時における基本的考え方）
・航空事故事例（２例）
・演習（なぜなぜ分析による原因把握等グループ討議で行います）

開　催　日
第 28回 2026 年 6月 11 日（木） 09：30 ～ 17：30（1日）

　「ヒューマンファクターアドバンスセミナー」は、各組織においてエラー分析や訓練などヒューマンファクター

推進を担当する方々に役立つよう、基礎を掘り下げるとともに内容も広げています。事例研究についても、より

深い検討ができるよう工夫しました。

＜コースの内容＞
　基本的には１日コースと同じ範囲ですが、特に、「分析手法、対策の立案」、「重要部の各論」及び「ＨＦが浸透

しにくい理由とその対策」について掘り下げるとともに、「リスクマネジメント」、「エラーマネジメント」などをよ

り深く解説した内容となっています。

開　催　時　期
第 37回 2026年9月16日（水）～17日（木）09：30 ～ 17：30（2日間共）

ヒューマンファクターリカレント講習会（1日）

ヒューマンファクターアドバンス講習会（2日間）

受付開始前
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　このコースは、主に航空機とその装備品等の整備・製造・管理業務に従事される方、また、航空業界に新たに参

入される方にもお勧めするコースです。
　航空機とその装備品等の整備・製造作業を実施するにあたっては、基準への適合性や均一性が重要であり、そ
のためには品質管理の知識をしっかりと把握しておく事が必須です。航空法施行規則にも、航空法とともに品質管
理の知識を持つことが強調されています。この品質管理＜基礎編＞講習会は、品質管理の基礎と、その向上を 図
る多くの一般的な方法を、広範囲にわかりやすく学習する講習会です。今後、品質管理＜実務編＞、ヒューマンフ
ァクターやＳＭＳ（安全マネジメントシステム）の各講習会を受講する際には、その理解が深まります。

＜講習内容＞
・関連する重要な用語の定義（品質、安全、品質管理、安全管理、ISO、IAQG 等）
・基本事項〔４Ｍ（man, method, material, machine & facility）、
　SHEL（software, hardware, environment, liveware）、仕振り、仕組み、風土〕
・品質の分類
・品質の実現、確保、改善の歴史
・品質確保、改善の考え方、技法等 
・公的な品質マネジメントシステム（JIS Q 9001/9100、航空法認定事業場システム等）
・４M の管理の基本（実務編で詳しく学ぶ４Ｍ管理の概要について）

開　催　日
第 20 回 2026 年 4月 23 日（木） 09：30 ～ 17：30（1日）

品質管理＜基礎編＞講習会（1日）

品質管理＜実務編＞講習会（2日間）

アビオニクスの基礎講習会（3日間）

　この講習会は、航空機とその装備品部品等の整備・製造作業の方むけです。品質管理＜基礎編＞で習得した知
識や方法を、実際の航空機とその装備品等の整備・製造作業における日常業務の中で使用できる実践的な手法に
ついて学習する“実務的な”講習となっています。
　例えば、教育訓練や特殊工程において必要な仕組みはどのようなものがあるかなど、具体的な手法を紹介しま
す。品質管理＜基礎編＞を事前に受講されることをお薦めします。
　また、習得すべき応用動作には、基本的なレベルに加え、航空法施行規則 32 条で要求されているレベルにつ
いても設定しています。さらに、＜実務編＞の習得により、管理者に必要な広範な知識の整理が可能となります。

＜講習内容＞
第一日目
・基礎編レビュー（認定事業場、品質とは、安全とは、等）
・マネジメントシステム、教育訓練、生産管理、特殊工程、技術管理、文書規定、品質記録についての具体的な
　管理ポイントの解説
第二日目
・施設設備、計測機器、装備品等、検査制度、委託管理、監査等についての具体的な管理ポイントの解説
　この＜実務編＞は、装備品部品等に関する改正航空法の内容をフォローしています。

開　催　時　期
第 21回 2026 年 6月 1日（月）～ 2日（火） 09：30 ～ 17：30（2日間共）

　最近の航空機は、大型機だけでなく小型機にも様々なアビオニクス・システムが取り入れられております。こ

の講習では、小型固定翼機、回転翼機の航空整備士も対象として、これらのシステムの基礎について学習します。

講習会内容：
電波の基礎知識、通信システム、航法計器、システムのデジタル化、航法システム、自動飛行制御システム、

記録システム、LF-ULD 等。

開　催　時　期
第 91回 2026 年 6月 24 日（水）～ 26日（金）09：30 ～ 17：30（3日間共）
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エレクトリックの基礎講習会（2日間）
　大型機・小型機によらず、多くの飛行機やヘリコプターなどの航空機は、電気で様々なシステムを制御してい
ます。
　この講習会では、航空の観点から改めて「電気の基礎」を学習する講習会です。

　航空工学講座第 9 巻「航空電子・電気の基礎」、同 10 巻「航空電子・電気装備」の内容に準拠しております。

講習会内容：
電気の基礎知識（電気、航空機の電気、交流直流の違いと特徴、電圧、変圧、整流、負荷、静電気など）、
発電の原理、配線、充電の原理、バス（母線）、電気系統、制御と保護、モーターの原理、ヒーター、など
CSD、IDG、GCU、GPCU、BPCU、INVERTER などの電気機器

　電気計器、電子計器の原理など、自動制御、電気回路、デジタル計器の原理など

開　催　時　期
第 8回 2026 年 7月 15 日（水）～ 16日（木）09：30 ～ 17：30（2日間共）

　当講習会では、ICAO の基準として発行しているマニュアル最新版に準拠して最新の安全マネジメントとは、どの
様なものかを入門編として解説します。

　今回更に、安全パフォーマンス管理、安全指標等の設定・運用について分かり易い解説を追加しました。設定・
運用が義務付けられていない業務提供者の方々にも、世界標準となっている安全マネジメントの内容は、御社での
安全マネジメントの理解促進と実践に役立つものとなっています。

【講習内容】　パート1：航空に係る SMS は、国際民間航空条約付属書（ICAO Annex19）及び安全マネジ
メント・マニュアル（SMM）に準拠している為、その概要について

　　　　　　パート2：ICAO SMM に準拠し国が実施する安全プログラム（SSP: State Safety Program）
	 の内容について

　　　　　　パート３：業務提供者が実施する SMS の内容と実行上のポイントについて

開　催　日
第 62回 2026 年 5月 22 日（金） 09：30 ～ 17：30（1日）

　なお、これまで講習中に配布しておりました参考資料につきましては、今年度より配布はございませんので
ご了承ください。

SMS（安全マネジメント）講習会（1日）

内部品質監査講習会（1日）
　航空法の改正に伴い航空運送事業者、認定事業場、指定養成校等では、整備の各組織及び制度が適切に機
能している事を保証するために「内部監査制度」を設ける必要があります。

　本講習では、整備 / 訓練に関わる広い範囲の方々を対象に、内部品質監査について経験のある講師がより分
かりやすく解説し、事例演習により理解を深めます。

開　催　時　期
第 69回 2026 年 6月 18 日（木） 09：30 ～ 17：30（1日）

受付開始前
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整備管理従事者講習会（2日間）
【入門編】
　各航空会社が個別に実施してきた整備管理従事者の養成に関する手法について、整備管理従事者の業務内容及び

従事する上で必要となる知識等を体系的に整理し、いずれの航空会社においても整備管理の基本となる共通的な部

分についてまとめた講習です。

　航空運航会社、整備・製造会社に従事される方にお勧めのコースです。

講習会内容：☆基本知識（2日間）
　１．航空機整備の概要　２．航空機整備の認可　３．整備の基準　４．整備の準備　５．整備の実施

　６．安全・品質の管理　７．教育訓練　８．対官庁業務　９．サーキュラー・リスト　　　　　　　　　　　

開　催　時　期
第 22回 2026 年 7月 22 日（水）～ 23日（木） 09：30 ～ 17：30（2日間共）

【専門編】　航空機耐空性管理コース（法と運用、MRB、MEL）

開　催　時　期
第 29回 2026 年 8月 19 日（水）～ 20日（木）09：30 ～ 17：30（2日間共）

☆２日目　MRB と MEL による耐空性維持と
定時性確保の仕組みについて

　１．MRB レポートと MSG-3　
　２．整備要目の作り方
　３．MEL と CDL
　４．信頼性管理プログラム

　１．	航空安全に係るシカゴ条約附属書と各国の
法令体系

　２．耐空性の設計
　３．設計・製造者による耐空性の継続
　４．	航空機の使用者による耐空性の継続と整備

講習会内容：
☆１日目　耐空性管理の基本的な考え方と航空法規

技術系航空業界入門講習会（2日間）
　本コースは、新入職員、航空業界未経験の中途採用職員や航空専攻外の学校出身者、新たに航空業界に参入する
方を対象として、「航空機の整備と技術」を中心に初歩的な基礎知識を短期間で習得していただきます。

　航空業界への第一歩を踏み出すのに必要かつ最小限の「航空一般と航空のルール（航空法入門など）」につい
て２日間で習得できます。新人職員の業務教育などに、ぜひご活用ください。

開　催　日
第 27回 2026 年 5月 27 日（水）～ 28日（木）09：30 ～ 17：30（2日間共）

受付開始前

受付開始前
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2026 年度 ANAの整備訓練受託サービスのご紹介
　日本航空技術協会では航空整備士教育の利便性向上のため、下記の ANA 独自の基本技術コースを含む、

整備訓練受託サービスをご紹介いたします。各コースにつきまして直接 ANA 社様にお問合せください。

ANA 整備センター教育訓練部 お問い合わせフォーム

（https://forms.gle/6LzpnQLFAFJNj5477）

受付期間前基本技術講習会（8日間）
　日本航空技術協会では、２０２6 年度も従来同様、航空整備士実地試験受験者を支援する基本技術講習会を
計画いたします。

　本コースは国土交通大臣認定指定養成施設である ANA 社、JAL社に委託して行います。
　航空整備士の学科試験に合格すると次に実地試験を受験しなければなりません。
この実地試験には大きく分けて、機体の取り扱い、発動機の試運転（一・二等航空整備士のみ）、基本技術の３
つがあります。そのうち、基本技術の試験内容は、一・二等航空整備士、航空工場整備士に共通です（一・二等
航空運航整備士はこれに準じます。）その試験科目の中で特に重点が置かれている５科目について、実習による
講習会を開講しています。ご希望により特定の科目のみを選択して受講することもできます。

（１）ＡＮＡ社委託分　２０２6 年 9 月 2 日（水）～ 11日（金）　※ 5 日（土）、6 日（日）は休講
会場：全日本空輸株式会社教育訓練部（ANA Blue Base）

（２）ＪＡＬ社委託分　2027年1月 5 日（火）～15 日（金）　※ 9 日（土）、10 日（日）、11日（月・祝）は休講
会場：株式会社 JAL エンジニアリング人財開発部

時間：9：00 ～ 17：30（8 日間 60 時間、ANA 社最終日は18：00 まで）
定員：16 名（予定）
講師：国土交通大臣認定指定養成施設教官

科目／受講料 正会員 賛助会員 一般
全科目 97,650 円 112,980 円 138,080 円
締結作業 18,150 円 21,300 円 25,850 円
機械計測 19,850 円 22,500 円 28,350 円
電気計測 1,800 円 1,950 円 2,060 円
法規 12,600 円 14,710 円 18,400 円
ケーブル 6,650 円 7,750 円 9,680 円
板金 38,600 円 44,770 円 53,740 円

講習会料金（税込み）の目安＜講習時間の配分による若干の変動の可能性あり＞

※実習の材料費は受講料に含まれます。　※作業服は無料で貸与します。
※テキストは「航空機の基本技術（最新版）」を使用します。事前に勉強しておいてください。

基本技術ベーシックコース
5日間　※分割受講不可

基本技術集中コース
10日間　※分割受講可

基本技術Ⅰ・Ⅱ
航空機概要訓練

開催時期
・6/1 ～ 5
・10/26 ～ 30
・3/22 ～ 26

・4/6 ～ 17（土日休講）
・12/7 ～ 18（土日休講）

お問い合わせﾌｫｰﾑよ
りパンフレットのご
請求の上ご確認くだ
さい費用 ￥93,000（税抜） ￥185,000（税抜）

内容 板金・ケーブル・締結・計測他
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＜利用方法＞

e-learning の受講は、ANA ビジネスソリューション（ABS）株式会社を

通じてご提供します。申し込みは HP よりお申し込みください。

（https://www.abc.jp/service/anakenshu/aircraftmechanic）

２次元バーコード
申し込み HP

講座名 /コース名 受講料（税込） 閲覧期間（パスワード有効期間）

STEP1
（ポイント講習）

機体（9Hr） ¥22,000

お申し込み日から 5カ月間

発動機（11Hr） ¥22,000
装備品（17Hr） ¥22,000

STEP2
（試験科目講習）

機体（10Hr） ¥14,300
発動機（9Hr） ¥14,300
装備品（7Hr） ¥14,300

練習問題
（履修確認）

法規（8回分） ¥1,100

お申し込み日から 2カ月間
機体（8回分） ¥1,100
発動機（8回分） ¥1,100
装備品（8回分） ¥1,100

　飛行機機体・発動機・装備品に関しましては、２０２２年度より賛助会員のＡＮＡ社様より同社のグループ教材
として制作された航空整備士向けの航空局学科試験に必要な知識を習得するために有効な受験対策教育動画が
一般向けに市販が開始されており、技術協会が出版している「航空工学講座シリーズ」の内容も活用されている
ため、公益性をもった共同企画として支援することとして、この広告を掲載しております。

　上記のとおり、同社より提供される教材内容は「一等航空整備士（飛行機）」の受験科目である「機体（飛行機）」
「発動機（タービン）」「装備品」を対象としており、回転翼の科目については含まれておりません。

内容：
＜ＳＴＥＰ１（ポイント講習）＞
　技術協会が出版する「航空工学講座シリーズ」を活用し、機体、発動機、装備品の各分野で出題傾向が高い重
要ポイントを、過去の試験問題を活用しながら効率よく学習できます。

＜ＳＴＥＰ２（試験科目講習）＞
　一等航空整備士（飛行機）受験者向けに、局学科試験問題の傾向分析を踏まえて、機体・発動機・装備品の各
分野における出題問題を解説します。直前の受験対策として最適です。ＳＴＥＰ１と合わせて受講することで、総
合的な受験対策となります。

＜練習問題（履修確認）＞
　ＳＴＥＰ１、ＳＴＥＰ２を経て履修状況を把握する練習問題です。不得意部分を効率的に見つけ、ピンポイント
の振り返りで、試験直前の効率的な学習につなげます。

局学科試験対策　一般向け自学自習用ツールのご紹介（e-learning）
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【出張講習会】
　ご希望の日時、場所にて講師派遣またはオンラインで、日本航空技術協会が開催している各講習（基本技術

講習会を除く）を実施いたします。

※受講料金は人数によって変わりますので詳細はお問合せください。

※テキスト代は定例講習会と同内容のため受講料金に含まれます。

※講師の交通費・宿泊費は実費でのご請求となります。

※日程調整の都合上、開催希望日の 2 か月ほど前までにご連絡ください。

【カスタマイズ型講習会】
　航空技術に関する諸々の課題に関して、事前に十分な調整をした上で選定講師派遣、カスタマイズされた講義
内容、ワークショップ、ディスカッションなどを組み合わせた講習会形式による組織課題の解決を目指します。

≪これまでの実施例≫
◆ SMS に関する講習会（１日・講師２名対応）
　受講者基本10 名：賛助会員　￥250,260　／　一般　￥287,410（C-112409）

◆ヒューマンファクターに関する講習会（1日）　
　受講者基本10 名：賛助会員　￥187,260　／　一般　￥224,410（K-072416）

◆大型飛行機解説－かなマニシリーズ－
　4 日間：最少開催人数 3 名：１名につき賛助会員　￥139,080/一般￥166,600
　　※ 4 日間コースは大型飛行機の知識を有している方がお申込みいただけます。
　5 日間：最少開催人数 3 名：1名につき賛助会員　￥173,850/一般 208,250

◆回転翼航空機解説－かなマニシリーズ－（2 日間程度）
　受講者基本 5 名：1名につき一般　￥78,800

※テキスト代は受講料金に含まれます。
※講師の交通費・宿泊費は実費でのご請求となります。
※受講料金は人数、個社事情により変動しますのでご相談ください。
※日程調整の都合上、開催希望日の 3 か月ほど前までにご連絡ください。

受託講習会

▶開催場所（基本技術講習会、地方開催講習会を除く。）
日本航空技術協会　教室　（東京モノレール「整備場」駅　徒歩 2 分）
東京都大田区羽田空港 1-6-6 空港施設第１綜合ビル４階
オンライン受講は協会の設定する zoomでの配信となります＜必ず最後の項をご確認願います＞。
▶料金（2025 年10 月以降）						      　　　消費税込み（10％）

開講日の2週間前のお申込み状況で開講 / 不開講を決定し、ご案内をメールにて送信致します。
▶お申し込み＜必ず最後の項をご確認願います＞

原則、協会ホームページ（以下 HP、https://www.jaea.or.jp）からお申し込みください。

種別 正会員 賛助会員 一般

通常
料金

1日 ￥14,800 ￥17,600 ￥21,500
2 日間 ￥29,600 ￥35,200 ￥43,000
3 日間 ￥44,400 ￥52,800 ￥64,500

オンライン料金 各種お一人別途￥1,500/ 回
直前申し込み料金 13暦日以降、前日 15時までにお申し込み各種お一人　￥2,000/ 回

＊お支払いは講習後、受講翌月末までに銀行振込をお願いしております。
＊オンライン料金はテキスト発送費、システム利用料等の費用となります。
※法の実務的運用講習会の受講料金はその他講習会と異なります。詳細は個別ページをご確認ください。

通常申し込みである「計画日２週間前」を過ぎると、HP 上はグレーアウトしてお申し込みできません。

それ以降の「直前申し込み」（13 日前から前日〔土日祝、協会休日除く〕15 時まで）は、直接協会にメー
ルにてお申し込みください。直前申し込み料金￥2,000 が加算されます。

連絡先メールアドレス：kousyukai@jaea.or.jp

各種講習会のお申込み、お問い合わせ

以下次ページ
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▶賛助会員さまお申込方法
①　日本航空技術協会 HP のトップページ（https://www.jaea.or.jp/）右上のログインアイコンより賛助会員番号、

パスワード（初期設定は賛助会員番号）を入力してログインしてください。
②　グループ一覧のタブより、新規登録ボタンから必要事項を入力いただき、グループを作成します。
③　グループ会員番号をご確認いただき、一旦ログアウト後、グループ会員番号、設定いただいたパスワードで再度

ログイン後、お申し込みください。

　■　お申し込みは、作成いただきましたグループからのみ可能です。
　■　グループは、複数作成可能です（受講生の情報は保存されません）。
　■　次回以降は、グループ会員番号、パスワードでお申し込みください。

▶正会員・学生会員さまお申し込み方法
　正会員・学生会員の方の講習会のお申し込みは、ホームページにログインいただくことで、お申し込みが可能と
なります。
　ホームページの切替に伴い、パスワードがリセットされておりますのでご注意ください。
　（初期パスワードは、生年月日（西暦、8 ケタ）となっています。1989 年 8 月 1日生まれの方の場合、
19890801となります。会員情報の確認・変更に併せて任意のパスワードへの変更もお願いします。）

▶一般の方のお申し込み方法
　日本航空技術協会ホームページのトップページ（https://www.jaea.or.jp/）右上のログインアイコンをクリック
していただき、ページ下部の『会員登録がお済でない方「新規会員登録のご案内」』から、講習会 /イベントご利
用者（一般会員）入会案内はこちら、より、無料の会員登録をお済ませの上、お申し込みください。

＊オンラインの場合、天候や配達困難地区、教材予備数によってはテキスト等を受講日に入手できない場合があり
ます。受講日に必ずテキストがご入用な方は、開講日の 2 週間前までにお申し込みください。教室においても
教材予備数を超過した場合には、当日はプリント版となります。

**4 日前、1日前のカウントは営業日です（土日祝日、協会公休日は含みません）。
上記通りとならない場合、ご容赦願います。

▶キャンセル料について
お申し込み後、講習会予定日の 1週間前から 2 日前迄にキャンセルの場合、講習料金の 50%、前日及び当日キャ
ンセルの場合は同 100% いただきます。

講習会に関するお問合せ
業務部（講習会担当）

TEL：03-3747-7601　メール：kousyukai@jaea.or.jp
技術協会ホームページ：https://www.jaea.or.jp/

▶定員（基本技術講習会を除く。）
　22 名　教室受講：12 名　オンライン受講：10 名
＊定員にて締め切り、最少開講人数５名に満たない場合は中止することがあります。

▶オンライン講習について
　感染症拡大防止とともに遠隔地の方も受講しやすくするため、すべての講習会（基本技術講習会を除く）にお
いて、オンライン講習を実施いたします（定例、受託とも）。
　定例講習会で使用するシステムは 「Zoom」です。（スマートフォンでの参加の場合は事前にアプリのダウンロ
ードが必要です）お申込された方に「Zoom の招待状」を e メールにてお送りします。アプリのダウンロードは
不要です。「招待状」にある URLをクリック、「招待状」にあるミーティング ID を入力、会社名と氏名を入力し、
クリック、「招待状」にあるパスコードを入力してクリック、で接続できます。
　オンライン環境が不安 （電波が届きにくいなど）な方は、お申込前にご連絡ください。無料で接続テストを行います。
　受託講習会において会社ご指定のシステム（Google Meet や Microsoft Teams など）によるオンライン講習会
に対応いたします。受託講習会お申込時に承ります。
　対面による講習会との差異は以下のとおりとなります。
　・オンライン料金（テキスト発送、システム利用料の費用）　各種お一人￥1500/ 回
　・誓約書の提出（録音録画の禁止、本人以外の受講禁止：協会仕様をお送りします）

▶テキストと申し込み期日（基本技術講習会を除く。）
　テキスト代は、講習料金に含まれております。
　受託講習会において各社独自のご要望がある場合は、ご相談ください。
　申し込み日によりテキスト等の教材が事前に入手できない場合がありますので、ご注意願います。

期限
申し込み期日

（3カ月前からHPに
アップされます）

テキスト入手時期 料金
（オンラインにはオンライン料金

がかかります）オンライン 教室

1次 開講日 2週間前
（開講決定日） 前日まで 教室配布 通常

2次 以降、開講日 4日
** 前 17 時迄 前日まで * 教室配布

通常+直前申し込み
最終 以降、開講日１日

** 前 15 時まで
入手は
講習日以降 教室配布 *


